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NO. 都道府県 団体名 人口（令和2年）
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１
出生数が少なく、自然減が進んでいる
 人口の自然減が進行しており、2022年時点では出生数と死
亡数に3倍以上の差がみられる

 近隣団体の中では、2022年の人口1万人当たり出生数が尾
道市に次いで2番目に低い水準にある

２
15歳～29歳の若者の転出が著しい

 一貫して社会減が続いている中、特に15歳～29歳の転出が
著しい

 特に20歳～24歳女性の転出が多く、松山市や、大阪市、広
島市などの政令指定都市への転出が多い

３
人口に占める外国人の割合が多い

 外国人人口の推移は年々増加しており、比較対象団体の
中で人口に占める外国人の割合が最も多い

 市内外国人のうち、中国、フィリピン、ベトナム出身の外国人
が多い

関連指標の調査結果 求められる対応

出生数増加のための要因分析が必要である
 今治市は、自然減少が常態化しているため、他市と比較して
出生率が低い要因を定量的・定性的に分析し、適格な対策
を講じる必要がある

若い女性の転出抑制のための施策が必要である
 15～19歳の大学進学を契機とした転出が多い一方、Uターンの割合が
少ないことが分かるため、引き続きUターンの促進を図る必要がある。

 20～24歳女性の転出が多くなっており、大学進学とは別の要因で市外
に転出している様子がうかがえるため、転出の要因を分析し、女性目線
での施策実施が必要である。

外国人との共生を意識した施策が必要である
 今後、労働人口の減少により、市内の外国人労働者の需要はさらに高
まるものと思われるが、外国人に選ばれる町となるよう、給与以外のまち
づくりの面での今治市の優位性を出していく必要がある。

 外国人が増加する中で、日本人と外国人の共生ができるよう、互いの文
化の理解促進や市内の外国語対応などの施策に取り組む必要がある、



5







46,601 45,865 42,350 34,620 28,887 25,068 22,893 20,842 18,816 16,942 14,478 12,337 11,038 10,258 9,472 8,537

128,522 127,248 127,944
125,370

119,982
114,626 106,758

97,664
86,057 80,470 76,021 71,410 65,776 58,016 52,115 47,109

21,687 24,696 27,480
31,514

36,564
40,931

44,319
47,792

52,636
54,260

52,607
50,235

48,096
47,729

45,777
43,550

196,817 197,818 197,774
191,504 185,435 180,627

173,983
166,532

158,114
151,672

143,106
133,982

124,910
116,003

107,364
99,196

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

（人） 総人口と人口構成の推移

15歳未満 15～64歳 65歳以上

6








7



11.2%

12.1%

12.3%

12.4%

11.2%

10.9%

53.1%

59.5%

55.1%

54.6%

54.9%

52.6%

35.8%

28.5%

32.6%

33.0%

33.9%

36.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今治市

松山市

新居浜市

西条市

四国中央市

尾道市

人口の年齢構成の比較（2020年）

0～14歳 15～64歳 65歳以上



8





23.7% 23.2% 21.4% 18.1% 15.6% 13.9% 13.2% 12.5% 11.9% 11.2% 10.1% 9.2% 8.8% 8.8% 8.8% 8.6%

65.3% 64.3% 64.7%
65.5%

64.7% 63.5% 61.4% 58.6%
54.4% 53.1% 53.1% 53.3% 52.7% 50.0% 48.5% 47.5%

11.0% 12.5% 13.9% 16.5% 19.7% 22.7% 25.5% 28.7% 33.3% 35.8% 36.8% 37.5% 38.5% 41.1% 42.6% 43.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

人口の年齢構成比の推移

15歳未満割合 15～64歳割合 65歳以上割合



9




推計実績
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※尾道市の平均所高年齢は公表されていない
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※尾道市の平均所高年齢は公表されていない
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